
●油料理の際はその場を離れ

ない（ 天ぷら 油は約3 6 0 ℃

以上になると自然発火する）

●周囲や上部に燃えやすいも

のを置かない

●調理中は着衣への引火に注意する

コンロ

●スト ーブで洗濯物を乾かさ

ない

●周囲に燃えやすいも のを置

かない

●給油は完全に火が消えたこ

と を確認し てから

ガス・
石油器具

わが家の火災予防 対策火災
対策

　 住宅火災の原因で多いも のを 挙げまし た。

あら ためて自分の生活を振り 返り 、 日ごろ か

ら 火災の予防を心がけるよう にし まし ょ う 。

火災予防を目的に作ら れた製品を家の中にそろえ、「 火災が発生し にく い環境」 を整えまし ょ う 。

住宅用防災機器を 利用し まし ょ う
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風上にまわり 、 風上で構える

屋内では出入り 口を背後にし て、 避難路を確保する

やや腰をおと し て低く 構える

熱や煙を避け、 炎には真正面から 向き合わない

炎を狙う のではなく 、 火の根元を掃く よう にホースを左右に振る

安全ピンを
上に
強く 引き抜く

ホースを
はずし て
火元に向ける

レバーを
強く にぎっ て
噴射する

1 2 3

消火器の使い方を 覚えておき まし ょ う

構え方

●寝る前に必ず火の元を確認

　 ガスの元栓、 こ たつのコ ンセント

など、 寝る前に火の元を 点検する習

慣をつけまし ょ う 。

●高齢者の部屋は1 階に

　 高齢者や子ども 、 傷病者の部屋は

でき るだけ外に逃げやすい1 階にし

まし ょ う 。

生活のなかに防火の習慣を初期消火の3 原則

通
　
報

• 大き な声で「 火事だ！」 と 叫び、 隣近

所に知ら せる。 声が出ない場合は非常

ベルや音の出るも のをたたいて知ら せ

るこ と 。

• 小さ な火でも 必ず1 1 9 番に通報する。

初
期
消
火

• 備え付けの消火器のほか、 水や座ぶと

んなど身近なも のを活用し て消火する。

避
　
難

• 火が天井に届いてし まっ たら 、 まよわ

ず避難する。

• 避難すると き は可能な限り 燃えている

部屋の窓ガラ スやド アを 閉めて空気を

遮断する。

主な出火原因別
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●寝たばこ は絶対にし ない

●大き めの灰皿を使い、 常に

水を入れておく

●吸い殻はく ずかご に捨て

ず、 水をかけて生ごみと 一

緒に捨てる

たばこ

●ラ イ タ ーやマッ チは子ども

の手の届かない場所に置く

●花火をすると き は必ず大人

と 一緒に

●子ども だけを残し て外出し

ない

火遊び

放 火

●通電し ているコ ンセント や

プラ グにほこ り をためない

●たこ 足配線をし ない

●コ ード の上に重いも のを 載

せない

電気器具

●門扉・ 車庫・ 物置など、 夜間の施錠管理を心がける

●玄関や窓に防犯ブザーを設置する

●建物や敷地に死角の要因と なる物の整理整頓をする

●死角と なる個所に侵入監視センサーなどを導入する

●防犯ブザーやセンサーなどが作動し た場合の初動対

応について把握し ておく

●ふるさ と 見回り 隊などの警戒パト ロールに参加する

●玄関先を明るく するための照明器具の導入を進める

●長期間留守にする場合には、 新聞配達を止めるよう

にする

●長期間留守にする場合には、 近隣住民への声かけを

する

●チェ ーンロッ ク を使用する

●イ ンタ ーホンシステムを導入する

●建物外壁の不燃化と 補修をする

敷地・ 建物への侵入を防ぐ

●可燃物は部外者の目に届かない場所に整理整頓する

●ごみの回収日を把握し ておく

●ごみ回収のルールを徹底する

●自転車などのカ ゴに物を放置し ないよう にする

●車両などのボディ カ バーは防炎製品を使用する

●新聞やチラ シ

はこ まめに取

り 込む

自宅周辺に燃えやすいも のを置かない

　 消防法により 、 すべての住宅に住警器の設置が

義務付けら れています。 既設住宅でも 平成2 3 年６

月までに、 すべての市町村で条例によっ て義務化

さ れまし た。 住警器は、 住宅

火災から の「 逃げ遅れ」 を減

ら す切り 札ですから 、 まだ設

置し ていないお宅は、 早めに

設置するよう にし まし ょ う 。

住宅用火災警報器（ 住警器） を設置する

　 住宅火災の多く は、 布団やカ ーテ ン 、 衣類と

いっ た室内の繊維製品に着火し て燃え広がり ます。

防炎品は、 繊維製品などを 燃えにく く 改良し たも

ので、 認定品にはラ ベルが表示さ れています。

防炎品を購入する


